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ひとこと
工学系に必要なスキルは、物事を常識に捕らわれずに
多角的に見られるような柔軟な思考を持つことと、失敗
しても継続的にやりきることです。そのスキルを養うために、
高校生の間に、様々なことに興味を持ち、失敗を恐れ
ず挑戦してください。

研究内容
有用な機能性を持った微生物の探索と実用化
➢ 環境保全に活用できるような機能性を持った微生物を自然界から分
離し、その特性を調べて実用化を目指します。

微生物を使った無機ヒ素の無毒化
➢ 無機ヒ素はメチル化しメチル化有機ヒ素に変換することで、無毒化で
きます。そこで、微生物の機能を利用して無機ヒ素をメチル化すること
で、低コストで高効率な無機ヒ素の無毒化処理法の開発を行ってい
ます。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
➢ 現在世界各国で有害物質や産業廃棄物による環境汚染問題が深
刻化しており、地球に優しい環境保全技術の確立が望まれています。
微生物による環境保全や廃棄物処理は、物理・化学的な手法と比
較して、エネルギーコストが少なく、環境調和型システムとして非常に
有効的な方法として期待されています。

➢ 微生物を使った無機ヒ素の無毒化処理法が実用化できれば、回収
した無機ヒ素を無毒化しそのまま自然へ還元することができるようにな
り、ヒ素の処理問題を解決することができます。

➢ 研究を通して、現在必要とされている環境保全技術や微生物をはじ
めとする生物の可能性を学ぶことができます。

研究の位置付け

ヒ素の化学構造と毒性
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